
「
七
里
ケ
法
華
」

の
歴
史
地
理
学
的
研
究

菊

地

不IJ

夫

一
、
問
題
と
そ
の
視
点

「七里ケ法華」の歴史地理学的研究

一
房
総
半
島
の
中
部
に
、
太
平
洋
岸
か
ら
東
京
湾
岸
に
か
け
て
、
半
島
を
東
西
に
横
断
し
な
が
ら
七
里
四
方
に
わ
た
り
、
都
市
・
村
落
の

す
べ
て
の
集
落
に
お
け
る
寺
院
は
こ
と
ご
と
く
日
蓮
宗
の
み
で
あ
り
、
他
の
宗
教
の
寺
院
は
一
つ
も
存
在
し
な
い
と
い
う
地
域
が
あ
る
。

」
の
地
域
を
人
々
は
「
七
里
ケ
法
華
」
と
よ
ん
で
い
る
。

「
七
里
ケ
法
華
」
以
外
の
房
総
で
は
さ
ま
ざ
ま
の
宗
教
の
寺
院
が
い
り
ま
じ
っ

て
い
る
こ
と
に
く
ら
べ
て
、

「
七
里
ケ
法
華
」
は
ま
っ
た
く
の
日
蓮
宗
信
仰
地
域
で
あ
り
、
宗
教
地
域
と
し
て
興
味
深
い
研
究
対
象
を
わ

れ
わ
れ
に
提
供
し
て
い
る
。

房
総
半
島
は
奈
良
・
平
安
時
代
か
ら
真
言
宗
と
天
台
宗
の
信
仰
地
域
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
時
代
か
ら
こ
の
中
に
浄
土
宗
・
禅
宗
・
日
蓮
宗

な
ど
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
地
域
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
と
く
に
房
総
半
島
の
南
部
に
日
蓮
宗
の
発
祥
地
と
し
て
天
津
小
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湊
町
に
清
澄
寺
や
誕
生
寺
な
ど
が
あ
る
o

清
澄
寺
は
僧
日
蓮
が
新
宗
教
と
し
て
日
蓮
宗
を
創
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
誕
生
寺
は
日
蓮
の

出
生
地
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
ま
た
日
蓮
宗
の
発
祥
地
に
関
連
し
て
一
房
総
か
ら
た
し
か
に
日
蓮
宗
の
名
僧
が
多
く
輩
出
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し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
全
国
的
に
み
て
房
総
半
島
は
日
蓮
宗
の
勢
力
が
強
い
地
方
で
あ
る
。
日
蓮
宗
の
初
期
の
発
展
は
日
蓮
と
そ
の
六

老
僧
(
1
〉
に
よ
る
房
総
・
甲
駿
・
越
佐
な
ど
に
拠
点
が
あ
り
、

張
・
北
陸
に
ひ
ろ
ま
っ
た
o

そ
の
他
に
中
国
・
四
国
・
九
州
に
も
布
教
さ
れ
た
が
、
日
蓮
宗
の
勢
力
範
囲
は
東
日
本
に
圧
倒
的
に
強
い
。

戦
国
時
代
、
近
世
時
代
に
日
蓮
宗
は
こ
れ
ら
の
拠
点
か
ら
常
陸
・
遠
江
尾

ま
た
鎌
倉
時
代
の
新
興
仏
教
と
し
て
共
通
の
布
教
目
標
は
古
代
か
ら
の
勢
力
範
囲
と
し
て
真
言
宗
天
台
宗
が
強
力
に
確
保
し
て
い
る
京
都

を
中
心
と
す
る
近
畿
に
進
出
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
新
興
仏
教
と
し
て
の
日
蓮
宗
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
o

し
た
が
っ
て

日
蓮
宗
の
寺
院
は
関
東
・
東
海
・
北
陸
の
ほ
か
に
近
畿
に
多
く
集
中
し
て
い
る
ハ

z
y

」
の
よ
う
な
日
蓮
宗
の
勢
力
分
布
は
、

近
畿
に
進

出
し
て
は
、
真
言
宗
天
台
宗
の
勢
力
に
圧
迫
さ
れ
、
撃
退
さ
れ
て
地
方
に
下
っ
て
そ
こ
で
勢
力
回
復
を
し
て
近
畿
に
進
出
す
る
と
い
う
過

程
を
く
り
か
え
し
た
こ
と
か
ら
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
蓮
宗
は
既
成
宗
教
に
よ
る
圧
迫
と
撃
退
を
「
法
難
」
(
ろ
と
い
い
、
そ
の
回

数
も
多
く
、
日
蓮
宗
は
と
く
に
法
難
意
識
が
強
い
。
日
蓮
宗
の
勢
力
範
囲
を
全
国
的
な
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
一
房
総
は
そ
の
発
祥
地
と
し
て

特
異
性
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
房
総
に
お
い
て
日
蓮
宗
の
寺
院
が
密
集
し
て
い
る
地
域
は
発
祥
地
の
清
澄
寺
や
誕
生
寺
が
あ
る
地
方
で

は
な
い
。
と
く
に
本
論
で
と
り
あ
げ
る
「
七
里
ケ
法
華
」
は
房
総
の
中
で
も
発
祥
地
か
ら
数
十
粁
も
隔
て
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
る
こ

と
は
註
目
し
て
も
よ
い
。

文
化
圏
の
研
究
と
し
て
「
七
里
ケ
法
華
」
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
問
題
意
識
と
視
点
を
明
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
o

文
化
圏
の
一
つ
と
し

て
宗
教
地
域
を
と
り
あ
げ
る
の
で
あ
る
が
、
と
か
く
宗
教
で
あ
る
が
故
に
名
僧
の
布
教
活
動
と
信
徒
の
信
仰
が
中
心
と
な
り
や
す
く
、
多

く
の
教
義
経
典
や
寺
院
の
縁
起
が
研
究
の
道
す
じ
に
山
積
し
て
い
る
。

」
れ
を
地
理
学
の
理
論
と
方
法
で
真
E
面
か
ら
分
析
し
て
解
釈

す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
も
少
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
一
つ
の
問
題
意
識
で
あ
り
、

一
つ
の
視
点
で
あ
ろ
う
o

こ
れ
は
宗
教
的
事
象
の
地

理
的
解
釈
で
あ
る
。
本
論
で
は
宗
教
的
事
象
を
中
核
と
し
て
他
の
諸
事
象
を
結
び
つ
け
て
宗
教
地
域
を
考
察
す
る
方
向
に
問
題
を
と
り
あ



げ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
は
文
化
圏
の
形
態
的
研
究
で
あ
る
。
文
化
圏
の
研
究
と
し
て
文
化
園
周
圏
論
や
文
化
伝
播
論
な
ど
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
静
態
的
研
究
よ
り
も
動
態
的
研
究
を
強
く
お
し
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
文
化
地
域
の
存
在
状
態

の
研
究
よ
り
も
文
化
地
域
の
形
成
過
程
の
研
究
に
重
点
を
お
く
こ
と
に
な
る
。
動
態
的
研
究
と
は
文
化
地
域
が
形
成
さ
れ
、
発
展
・
継
続

し
、
や
が
て
崩
壊
し
、
他
の
文
化
地
域
に
い
れ
変
る
こ
と
、
文
化
中
心
地
か
ら
文
化
が
伝
播
し
て
文
化
地
域
を
拡
大
し
、
他
の
文
化
地
域

に
変
化
を
与
え
た
り
、
他
の
文
化
地
域
を
縮
少
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
文
化
接
触
と
し
て
の
文
化
変
容
や
文
化

の
い
れ
変
え
な
ど
の
現
象
が
中
味
と
な
る
。

「
七
里
ケ
法
華
」
の
動
態
的
研
究
と
は
真
言
宗
・
天
台
宗
の
信
仰
地
域
が
日
蓮
宗
の
信
仰
地
域
に
入
れ
変
え
現
象
が
発
生
し
て
別
の
宗

「七里ケ法華」の歴史地理学的研究

教
地
域
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
の
研
究
で
あ
る
。
こ
の
入
れ
変
え
現
象
は
戦
国
時
代
に
発
生
し
た
。
ま
た
「
七
里
ケ
法
華
」
は
戦
国
時
代
に

形
成
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
約
四
百
数
十
年
間
も
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
期
間
に
わ
た
っ
て
他
の
宗
教
の
寺
院
を
侵
入
さ
せ
ず
、
宗
教
地

域
が
維
持
さ
れ
て
き
た
継
続
現
象
の
研
究
で
あ
る
ハ
4
)
O

今
日
に
よ
う
や
く
-

「
七
里
ケ
法
華
」
内
の
寺
院
に
無
住
の
寺
院
が
あ
ら
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
状
況
を
「
七
里
ケ
法
華
」
の
崩
壊
現
象
と
い
え
る
か
ど
う
か
の
解
釈
も
あ
る
。
本
論
に
お
い
て
は
、
七
里
ケ
法
華
の
形
成

問
題
に
中
心
を
お
き
、
そ
の
継
続
崩
壊
の
問
題
に
つ
い
て
は
ふ
れ
る
程
度
に
と
ど
め
た
い
。
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(
1
)

開
祖
日
蓮
の
高
弟
に
、
日
昭
、
日
朗
、
日
興
、
日
向
、
日
頂
、
日
持
が
い
る
。
こ
れ
ら
を
六
老
僧
と
い
う
。
六
老
僧
は
各
地
に
日
蓮
宗
布
教
の

拠
点
と
な
る
寺
院
を
創
建
し
て
い
る
。
房
総
半
島
に
は
日
向
が
「
七
里
ケ
法
華
」
に
な
っ
た
茂
原
市
の
藻
原
寺
の
初
代
住
職
と
日
蓮
宗
大
本
山
身

延
山
久
遠
寺
の
住
職
を
兼
ね
て
い
る
。
日
向
は
安
房
郡
の
生
れ
、
二
一
二
三
年
(
正
和
三
)
寂
。

(
2
)

日
蓮
宗
の
一
派
に
顕
本
法
華
宗
が
あ
る
。
こ
の
宗
派
は
「
七
里
ケ
法
華
」
の
中
の
寺
院
の
主
力
で
あ
る
。
顕
本
法
華
宗
の
寺
院
の
全
国
的
分
布

は
北
海
道
五
三
、
東
北
地
方
一
九
、
関
東
地
方
-
八
一
(
こ
の
う
ち
千
葉
県
に
一
五
O
)
北
陸
地
方
二
一
二
、
東
海
地
方
五
四
、
近
畿
地
方
一
一
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九
、
中
園
地
方
二
六
、
四
国
地
方
二
、
九
州
地
方
三
と
な
っ
て
い
る
。
日
蓮
宗
の
他
の
宗
派
の
寺
院
の
分
布
も
東
日
本
、
近
畿
に
多
く
、
西
日
本

に
す
く
な
い
。

(
3
)

開
祖
日
蓮
は
為
政
者
領
主
か
ら
し
ば
し
ば
の
弾
圧
を
加
え
ら
れ
た
が
、
日
蓮
宗
の
一
派
の
顕
本
法
華
宗
だ
け
を
み
て
も
、
近
世
の
期
間
中
に
法

難
と
よ
ば
れ
る
事
件
は
、
慶
長
法
難
、
寛
、
氷
法
難
、
万
治
法
難
、
寛
文
法
難
、
元
文
法
難
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
幕
府
か
ら
顕
本
法
華
宗
の
当

時
の
指
導
的
地
位
に
あ
る
高
僧
が
流
刑
、
死
刑
な
ど
に
処
せ
ら
れ
た
事
件
で
あ
る
。
日
蓮
宗
全
体
と
し
て
鎌
倉
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
、
こ

の
よ
う
な
法
難
が
さ
ら
に
多
く
な
る
。

(
4
)

「
七
里
ケ
法
華
」
を
近
世
に
継
続
さ
せ
た
勢
力
を
僧
侶
と
信
徒
と
の
関
係
か
ら
の
調
査
と
報
告
は
、
千
葉
県
本
納
町
柴
名
の
蓮
華
寺
の
住
職
・

中
村
孝
也
氏
が
多
く
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
て
い
る
。

ニ
、
房
総
半
島
の
寺
院
の
分
布
と
日
蓮
宗
寺
院
の
分
布

各
宗
の
寺
院
の
分
布
の
特
色

房
総
半
島
の
寺
院
数
は
二
九

O
五
(
昭
和
四

O
年
・
千
葉
県
宗
教
法
人
名
簿
)
、

そ
の
う
ち
古
代
か
ら
の
真
言
宗
の
寺
院
は
一

O
九
八

士
一
一
七
・
七
%
)
、
天
台
宗
の
寺
院
は
三
七

O
ご
二
・
七
%
)

」
れ
に
対
し
て
鎌
倉
時
代
か
ら
の
日
蓮
宗
の
寺
院
は
七
四
四

で
あ
る
。

(
二
五
・
六
%
)
、
禅
宗
の
寺
院
が
四

O
九
(
一
四
・

O
M
)、
浄
土
宗
の
寺
院
は
一
八
一
一
(
六
・
二
%
)
、

(
三
・
八

そ
の
他
が
一

O

%
)
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
宗
教
別
の
寺
院
分
布
に
は
か
な
り
の
特
色
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
の
布
教
活
動
の
結
果
を
示
し
て
い
る
。
都
市
に
は
各

宗
教
の
寺
院
が
混
在
し
て
い
る
が
、
村
落
に
は
真
言
宗
か
天
台
宗
か
い
、
ず
れ
か
の
寺
院
が
主
と
な
り
、
そ
こ
に
鎌
倉
時
代
の
宗
教
の
寺
院

が
よ
う
や
く
入
り
こ
ん
で
い
る
。
各
宗
教
の
寺
院
の
う
ち
、
真
言
宗
の
寺
院
が
房
総
半
島
全
体
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
天
台
宗
の
寺
院
は

房
総
半
島
の
東
部
(
両
総
台
地
の
東
部
、
九
十
九
里
平
野
、
夷
隅
山
地
)
に
多
い
。
し
か
し
天
台
宗
の
寺
院
の
分
布
地
域
の
各
所
に
お
い
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古代仏教O真言宗の寺院
口天台宗の寺院

企浄土宗の寺院

鎌倉仏教圃禅宗の寺院

.日蓮宗の寺院

東
京
湾
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房総半島の寺院の分布第1図
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て
日
蓮
宗
の
寺
院
の
密
集
地
が
あ
り
、
と
く
に
「
七
里
ケ
法
華
」
で
天
台
宗
の
寺
院
分
布
地
域
を
切
断
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
新
仏
教

の
寺
院
が
進
出
す
る
以
前
に
は
、
房
総
半
島
は
西
半
分
が
真
言
宗
の
寺
院
地
域
で
あ
り
、
東
半
分
が
天
台
宗
の
寺
院
地
域
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
仏
教
は
、
禅
宗
の
寺
院
が
利
根
川
沿
岸
や
東
京
湾
岸
の
都
市
に
点
在
し
て
、

一
つ
づ
き
の
分

布
地
域
を
形
成
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
い
。
浄
土
宗
の
寺
院
は
各
都
市
に
み
ら
れ
る
ほ
か
は
外
一
房
・
内
房
の
漁
村
に
点
在
し
た
り
、
利

根
川
沿
岸
の
都
市
・
村
落
に
点
在
し
て
い
る
。

各
宗
教
の
寺
院
分
布
に
対
し
て
、
日
蓮
宗
の
寺
院
の
分
布
は
い
ち
じ
る
し
い
特
色
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
集
団
的
密
集
地
を
島
状
に

形
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
小
範
囲
の
密
集
地
は
市
川
市
と
多
古
町
・
そ
の
周
辺
と
勝
浦
街
道
・
夷
隅
川
流
域
で
あ
る
o

ま
た
と
く
に

大
き
な
範
囲
の
密
集
地
が
目
立
つ
。
そ
れ
は
東
金
市
と
山
武
郡
の
町
村
、
茂
原
市
と
長
生
郡
の
町
村
、
千
葉
市
や
市
原
市
の
一
部
な
ど
が

一
団
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
が
「
七
里
ケ
法
華
」
で
あ
る
。
こ
の
「
七
里
ケ
法
華
」
に
は
日
蓮
宗
の
寺
院
が
二
七
回
、
こ
の
範
囲
に
は

他
の
宗
教
の
寺
院
は
な
く
、
文
字
通
り
七
里
四
方
が
日
蓮
宗
信
仰
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

「
七
里
ケ
法
華
」
は
日
蓮
宗
信
仰
地
域
で
あ
る
が
、
日
蓮
宗
内
の
宗
派
別
か
ら
み
れ
ば
そ
の
分
布
構
造
は
単
純
で
は
な
い
。
日
蓮
宗
に

は
多
く
の
宗
派
が
あ
る
。

「
七
里
ケ
法
華
」
に
お
い
て
は
日
蓮
宗
・
法
華
宗
本
門
流
・
法
華
宗
陣
門
流
、
顕
本
法
華
宗
な
ど
の
寺
院
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
七
里
ケ
法
華
」
の
中
で
特
定
の
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
。
日
蓮
宗
の
寺
院
は
「
七
里
ケ
法
華
」
の
西
部
に
多
く
、
両

総
台
地
に
き
ざ
み
こ
む
侵
食
谷
の
水
団
地
帯
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
で
も
茂
原
市
と
そ
の
周
辺
、
東
金
市
と
そ
の
周
辺
が
密
集
地
と
な
っ
て

い
る
。

「
七
里
ケ
法
華
」
の
中
の
日
蓮
宗
寺
院
の
二
つ
の
密
集
地
は
、
前
述
の
房
総
半
島
内
の
市
川
市
、
多
古
町
と
そ
の
周
辺
、
勝
浦
附

近
と
夷
隅
川
流
域
と
と
も
に
同
じ
宗
派
の
日
蓮
宗
寺
院
の
密
集
地
で
あ
る
。

「
七
里
ケ
法
華
」
の
東
部
に
は
顕
本
法
華
宗
の
寺
院
が
多
く

こ
こ
は
九
十
九
里
平
野
の
農
村
・
漁
村
で
あ
る
。
し
か
し
両
総
台
地
の
土
気
(
千
葉
市
)
や
東
京
湾
岸
の
浜
野
(
市
原
市
)
な
ど
に
点
々



と
あ
る
顕
本
法
華
宗
の
寺
院
は
、
本
論
で
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
o

ま
た
法
華
宗
本
門
流
の
寺
院
は
小
数
な
が
ら
、
茂
原
市
と
長

生
郡
の
海
岸
に
密
集
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
七
里
ケ
法
華
」
内
の
日
蓮
宗
各
宗
各
派
別
の
寺
院
分
布
は
「
七
里
ケ
法
華
」
の
形
成
に

重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
は
後
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
七
里
ケ
法
華
」
の
寺
院
の
分
布
構
造
に
つ
い
て
は
、
平
面
的
な
寺
院
の
分
布
の
み
な
ら
ず
、
寺
院
格
式
に
よ
る
階
層
構
造
を
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
寺
院
格
式
と
し
て
は
最
高
の
大
本
山
(
総
本
山
)
が
日
蓮
宗
で
は
身
延
山
久
遠
寺
で
あ
り
、
顕
本
法
華
宗
で
は
京

都
妙
満
寺
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
大
本
山
は
房
総
に
は
な
い
。
し
か
し
「
七
里
ケ
法
華
」
の
顕
本
法
華
宗
で
は
中
本
山
触
頭
が
一

O
ケ
寺

も
あ
り
、
そ
の
下
位
の
中
本
寺
が
七
ケ
寺
、
小
本
寺
が
二
一
ケ
寺
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
寺
院
格
式
が
高
い
も
の
は
、
本
寺
と
し
て

そ
の
末
寺
や
孫
末
寺
を
階
層
的
に
系
統
づ
け
て
い
る
。
こ
の
中
本
山
触
頭
は
「
東
上
総
十
箇
寺
」
と
む
か
し
か
ら
よ
ば
れ
、
全
国
の
顕
本

「七里ケ法華」の歴史地理学的研究

法
華
宗
の
寺
院
の
な
か
で
も
格
式
が
上
席
で
あ
る
。
東
上
総
十
箇
寺
の
末
寺
孫
末
寺
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

寺

名

落

集

名

勝

寺

善

土

気

寿

本

寺

土

気

本

漸

寺

東

金

西

福

寺

東

金

本

国

寺

宮

谷
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蓮

気

寺

照

土

妙、

徳

寺

之

幸

~t 

谷

一
五
二
一
年

七

九

開
祖
年
代

近
世
の
寺
領

主主

末

寺

孫

末

寺

数

一
四
八
八
年

五

O
石

四

一
四
八
八
年

三

O
石

O 

五

三

O
石

一
四
七
九
年

O 
石

八

五

一
四
七
一
年

一
五
石

一
回
九
六
年

一O
石

R司

一
五

O
四
年

一
五
・
八
石

ムノ、
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本

松

寺

松

之

知ぷ

一
四
九
五
年

一O
石

法

光

寺

田

中

一
四
八
九
年

一
八
石

蓮

福

f千千

τT 

本

納

一
五
六
九
年

一O
石

四

こ
の
寺
院
格
式
や
本
寺
と
末
寺
と
の
階
層
的
構
造
は
い
か
に
形
成
さ
れ
た
か
、
ま
た
い
か
な
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
か
は
、
本
論
に
お

い
て
と
く
に
論
じ
な
い
。
ま
た
表
に
お
け
る
寺
院
の
開
基
の
年
代
は
多
く
は
真
言
宗
・
天
台
宗
の
寺
院
と
し
て
古
く
か
ら
創
建
さ
れ
て
い

た
も
の
が
、

「
七
里
ケ
法
華
」
の
形
成
期
に
顕
本
法
華
宗
に
改
宗
し
た
年
代
で
あ
る
o

寺
領
石
高
の
多
い
善
勝
寺
・
本
寿
寺
は
士
気
領
酒

井
家
の
壇
家
寺
で
あ
り
、
本
漸
寺
・
西
福
寺
は
東
金
領
酒
井
家
の
壇
家
寺
で
あ
る
。

「
七
里
ケ
法
華
」
の
名
称
は
、

「
い
つ
」

-
「
誰
が
」
よ
び
は
じ
め
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
文
献
的
に
は
明
治
二
二
年
春
の
「
上

総
町
村
誌
」
(
互
に
で
て
い
る
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
中
村
国
香
(
宝
永
六
l
明
和
六
)
の
著
「
一
一
房
総
志
料
」
に
「
七
里
ケ
法
華
」
の
範

囲
を
記
し
て
い
る
の
が
も
っ
と
も
古
い
。
ま
た
い
か
な
る
社
会
階
層
が
こ
れ
を
よ
び
は
じ
め
た
も
の
か
は
文
献
か
ら
い
ま
だ
明
ら
か
に
で

き
な
い
。
日
蓮
宗
の
僧
職
た
ち
は
こ
の
地
域
を
「
東
上
総
」
と
よ
び
、
そ
の
範
囲
は
必
ず
し
も
「
七
里
ケ
法
華
」
の
地
域
と
は
一
致
し
て

い
な
い
。
ま
た
日
蓮
宗
各
派
の
信
徒
は
多
く
の
宗
派
に
わ
か
れ
、

「
七
里
ケ
法
華
」
と
い
う
地
域
住
民
の
全
体
が
ま
と
ま
っ
た
宗
教
活
動

を
現
出
し
た
こ
と
も
な
い
。

「
七
里
ケ
法
華
」
と
は
そ
の
形
成
期
に
領
主
酒
井
氏
が
名
づ
け
た
も
の
で
も
な
く
、
日
蓮
宗
信
徒
か
ら
他
宗

教
の
信
徒
や
政
治
的
支
配
者
に
対
す
る
示
威
的
な
呼
称
と
し
て
よ
び
は
じ
め
た
も
の
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
幕
府
の
代

官
、
と
く
に
こ
の
地
方
を
近
世
に
支
配
し
た
東
金
代
官
所
な
ど
か
ら
で
た
呼
称
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
金
代
官
が
こ
の
地
方
の
寺
院
に

幕
政
の
末
端
機
関
と
し
て
寺
院
を
利
用
し
、
各
寺
院
に
寺
領
を
与
え
る
と
き
に
、
日
蓮
宗
の
寺
院
の
み
が
あ
ま
り
に
も
広
く
分
布
し
て
い

F

る
こ
と
に
驚
い
て
名
づ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
近
世
の
農
民
信
徒
に
用
い
ら
れ
、
近
世
末
明
治
期
の
文
献
に
書
き
伝
え
ら
れ
た
も



の
で
あ
ろ
う
。

(
5
)

上
総
町
村
誌
・
明
治
二
二
年
・
小
沢
治
郎
左
衛
門
著
に
「
長
柄
郡
東
部
よ
り
山
辺
郡
を
通
じ
、
武
射
郡
の
大
半
に
至
る
縦
横
七
里
の
問
、
寺
院

悉
く
日
蓮
宗
た
り
。
里
俗
之
を
七
里
ケ
法
華
と
称
す
」
と
の
ベ
、
村
名
と
寺
院
数
二
七
四
ケ
寺
を
書
き
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
南
総
酒
井
伝
記
(
房

総
叢
書
)
に
「
こ
れ
ぞ
上
総
国
七
皇
、
法
華
の
基
と
は
な
れ
り
け
る
」
と
記
し
て
あ
る
。
ま
た
中
村
国
香
著
(
宝
永
六
l
明
和
六
年
)
の
一
房
総
志

料
(
房
総
叢
書
)
に
「
本
州
の
俗
に
七
里
法
華
と
い
え
る
は
大
半
長
柄
、
山
武
二
郡
、
縦
横
六
七
里
の
地
を
指
い
う
也
」
と
の
べ
て
い
る
。

三
、
戦
国
大
名
酒
井
氏
の
勢
力
拡
大
と
「
七
里
ケ
法
華
」
の
形
成

「七里ケ法華Jの歴史地理学的研究
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「
七
里
ケ
法
華
」
の
形
成

七
里
ケ
法
華
の
形
成
と
は
古
代
か
ら
の
真
言
宗
・
天
台
宗
の
信
仰
地
域
が
鎌
倉
時
代
の
日
蓮
宗
の
信
仰
地
域
に
変
化
し
た
こ
と
で
あ

り
、
宗
教
と
い
う
文
化
の
入
れ
替
え
現
象
で
あ
る
。
こ
の
宗
教
の
入
れ
替
え
現
象
は
、
日
蓮
宗
側
か
ら
み
れ
ば
真
言
宗
・
天
台
宗
の
信
仰

地
域
へ
日
蓮
宗
の
勢
力
の
拡
大
と
し
て
、
日
蓮
宗
の
当
時
の
僧
職
の
活
動
が
、
他
の
宗
教
の
寺
院
へ
の
折
伏
に
よ
る
改
宗
や
日
蓮
宗
の
新

寺
院
の
創
建
な
ど
を
か
ぞ
え
あ
げ
ら
れ
る
o

こ
れ
は
「
七
里
ケ
法
華
」
の
形
成
の
事
実
関
係
と
し
て
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
日
蓮
宗
の
拡
大
を
容
易
な
ら
し
め
た
も
の
は
、
こ
の
地
域
を
領
有
し
た
戦
国
大
名
の
酒
井
氏
が
発
令
し
た
日
蓮
宗
へ
の
改
宗
令
で
あ
っ

た
Q

む
し
ろ
文
化
接
触
と
し
て
は
文
化
変
容
現
象
よ
り
激
烈
な
文
化
入
れ
変
え
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
戦
国
大
名
の
政
治
権
力

と
軍
事
力
と
い
う
強
制
に
よ
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
戦
国
大
名
の
勢
力
が
拡
大
し
て
い
く
過
程
に
し
た
が
っ
て
、
入
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れ
変
え
現
象
が
ひ
ろ
が
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
戦
国
大
名
の
領
土
の
境
界
の
外
側
で
は
入
り
変
え
現
象
が
衰
え
、
境
界
の
外
側
か
ら
真

言
宗
、
天
台
宗
の
勢
力
が
日
蓮
宗
の
進
出
を
拒
ん
で
い
る
。
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こ
こ
で
戦
国
大
名
の
酒
井
氏
の
勢
力
の
拡
大
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
酒
井
氏
は
一
四
七
四
年
(
文
明
六
)
か
ら
興
り
、
五

代
・
一
二
ハ
年
間
つ
づ
き
、

一
五
九

O
年
(
天
正
一
八
)
に
滅
亡
し
た
。
戦
国
時
代
の
房
総
半
島
は
、
北
部
に
千
葉
氏
や
小
田
原
北
条
氏

の
勢
力
範
囲
が
あ
り
、
南
部
に
安
房
里
見
氏
や
西
上
総
に
武
田
氏
の
勢
力
範
囲
が
ひ
ろ
が
り
、
酒
井
氏
は
こ
の
南
と
北
の
勢
力
の
境
界
地

帯
に
そ
の
領
土
を
拡
大
し
た
が
、
酒
井
氏
の
南
北
の
大
勢
力
に
対
す
る
関
係
は
つ
ね
に
流
動
的
で
あ
っ
た
o

酒
井
氏
初
代
の
定
径
は
、
東

金
街
道
の
中
野
を
根
拠
地
と
し
て
、
こ
こ
に
一
四
七
四
年
か
ら
一
六
年
間
も
居
住
し
、
千
葉
氏
の
一
族
の
原
氏
に
依
存
し
な
が
ら
勢
力
を

ひ
ろ
げ
、
五
四
才
の
と
き
、
士
気
城
を
修
築
し
て
酒
井
領
の
根
拠
地
と
し
た
。
こ
の
年
が
一
四
八
八
年
(
長
享
二
)

で
あ
っ
た
。
酒
井
氏

の
領
土
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
土
気
を
中
心
と
し
て
両
総
台
地
か
ら
西
は
東
京
湾
岸
ま
で
東
は
九
十
九
里
平
野
の
南
に
ひ
ろ
ま
っ
て
い
た
。

こ
の
一
四
八
八
年
に
酒
井
定
隆
が
日
泰
上
人
を
迎
え
て
日
蓮
宗
改
宗
令
を
出
し
て
領
内
の
寺
院
を
こ
と
ご
と
く
日
蓮
宗
に
改
宗
さ
せ
よ

う
と
し
た
。

「
七
里
ケ
法
華
」
の
形
成
は
こ
の
と
き
か
ら
は
じ
ま
る
o

此
度
御
領
内
村
々
思
召
を
以
て

背
之
者
於
有
者
可
為
曲
事
者
也

長
官
手
二
年
五
月
十
八
日

法
華
宗
に
被
仰
出
候

尤
是
迄
法
華
宗
の
所
は
其
優
に
可
J

彼
置

外
宗
之
義
は
不
残
日
蓮
宗
に
可
相
成

若
違

奉
行

栗
原
助
七
郎

宮
島
伝
七
郎

右
村
々
名
主
中

こ
の
改
宗
令
は
県
史
、
多
く
の
郡
史
や
市
町
村
史
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
こ
の
原
資
料
を
い
ま
だ
被
見
し
た
こ
と
は
な
い
。

こ
の
と
き
か
ら
酒
井
氏
は
禅
宗
か
ら
日
蓮
宗
に
改
宗
し
、
日
泰
上
人
と
の
か
ね
て
か
ら
の
約
束
通
り
に
領
内
に
日
蓮
宗
の
改
宗
令
を
発

令
し
た
の
で
あ
る
。
日
泰
上
人
は
一
四
八
八
年
に
士
気
に
本
寿
寺
を
創
建
し
、
さ
ら
に
酒
井
氏
の
命
令
で
土
気
に
あ
る
真
言
宗
の
寺
院
も



日
蓮
宗
に
改
宗
し
て
善
勝
寺
と
な
り
、
さ
ら
に
一
四
九

O
年
(
延
徳
二
)

に
日
泰
上
人
は
中
野
に
本
成
寺
を
創
建
し
て
い
る
。
日
泰
上
人

の
宗
派
は
日
蓮
宗
と
い
っ
て
も
顕
本
法
華
宗
で
あ
り
、
本
寿
寺
・
益
口
勝
寺
、
本
成
寺
は
顕
本
法
華
宗
の
寺
院
で
あ
り
、
酒
井
氏
の
改
宗
令

に
よ
っ
て
領
内
の
真
言
宗
、
天
台
宗
の
寺
院
は
す
べ
て
顕
本
法
華
宗
の
寺
院
に
改
宗
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
、
以
前
か
ら
あ
る
日
蓮
宗
の

寺
院
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
泰
上
人
は
東
京
湾
西
岸
に
あ
る
武
蔵
国
品
川
(
東
京
湾
西
岸
)

の
本
行

寺
の
住
職
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
さ
き
の
一
四
六
六
年
(
文
明
元
)
に
(
東
京
湾
)
東
岸
の
浜
野
(
千
葉
市
)
に
本
行
寺
を
聞
き
、

一
年
に
北
生
実
(
市
原
市
)
に
本
満
寺
を
創
し
、
一
四
八
二
年
に
静
岡
県
三
島
に
本
妙
寺
を
創
建
し
て
い
る
。
か
く
て
日
泰
上
人
は
東
京

一
四
七

湾
の
東
と
西
を
船
で
往
復
し
て
顕
本
法
華
宗
を
布
教
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
船
上
で
酒
井
定
隆
が
千
葉
氏
の
一
族
の
原
氏
を
尋
ね
る
旅
行

「七里ケ法華」の歴史地理学的研究

中
に
日
泰
上
人
と
め
ぐ
り
あ
っ
た
と
い
う
o

こ
の
船
上
で
日
泰
上
人
の
法
力
と
識
見
に
感
服
し
た
酒
井
定
隆
は
、
将
来
に
大
名
と
な
っ
た

と
き
領
内
を
顕
本
法
華
宗
に
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
こ
の
日
泰
と
定
隆
の
め
ぐ
り
あ
い
伝
説
は
、

「
下
総
国
浜
野
郷
如
意
山
本
行

寺
縁
起
権
大
僧
市
日
泰
聖
人
行
状
」
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
縁
起
は
は
る
か
に
後
代
の
天
明
年
間
(
一
七
八
一
!
一
七
八
八

年
)
の
作
で
あ
る
。

「
ー
七
里
ケ
法
華
」
は
こ
の
改
宗
令
に
よ
っ
て
一
挙
に
形
成
さ
れ
た
と
一
般
的
に
は
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
「
七
旦

ケ
法
華
」
の
中
に
現
存
す
る
寺
院
は
二
七
四
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
顕
本
法
華
宗
の
寺
院
は
九
九
ケ
寺
で
あ
り
、
残
り
一
七
五
ケ
寺
の
大

部
分
は
日
蓮
宗
の
寺
院
で
あ
り
、

一
部
が
法
華
宗
本
門
流
の
寺
院
で
あ
る
。
顕
本
法
華
宗
の
寺
院
の
う
ち
、
改
宗
令
以
前
の
も
の
は
三
ケ

寺
、
改
宗
令
か
ら
酒
井
氏
滅
亡
ま
で
の
一

O
五
年
に
真
言
宗
、
天
台
宗
か
ら
改
宗
し
た
寺
院
は
六
七
ケ
寺
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
創
建
さ
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れ
た
顕
本
法
華
宗
の
寺
院
は
二
七
ケ
寺
で
あ
る
。
ま
た
日
蓮
宗
や
法
華
京
陣
門
流
の
寺
院
の
中
に
も
近
世
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
も
あ
る
、

酒
井
氏
の
領
有
時
代
に
他
宗
教
の
寺
院
が
顕
本
法
華
宗
に
改
宗
す
る
こ
と
は
、
酒
井
氏
の
領
内
の
旧
一
一
蒙
族
に
対
す
る
征
服
が
進
行
す
る
に
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し
た
が
っ
て
、
そ
の
改
宗
の
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。
初
代
定
隆
が
土
気
城
を
長
男
に
譲

り
、
東
金
城
を
修
築
し
て
次
男
と
と
も
に
こ
こ
に
移

り
、
酒
井
領
を
士
気
酒
井
領
と
東
金
酒
井
領
に
二
分
し

た
の
は
一
五
二
二
年
(
大
永
一
一
)

で
あ
っ
た
。
士
気
酒

「七里ケ法華」の寺院

井
領
は
土
気
を
中
心
と
し
て
両
総
台
地
か
ら
東
京
湾
岸

に
、
東
金
酒
井
領
は
東
金
を
中
心
と
し
て
九
十
九
里
平

野
か
ら
太
平
洋
岸
に
分
か
れ
た
。
こ
の
と
き
か
ら
九
十

九
里
平
野
の
他
宗
教
の
寺
院
が
顕
本
法
華
宗
に
改
宗
し

た
り
、
旧
一
家
族
が
そ
の
寺
院
を
知
行
地
に
創
建
し
た
り

第2図

す
る
こ
と
が
増
加
し
た
。
と
く
に
旧
勢
力
の
地
方
豪
族

で
離
反
常
な
き
畠
山
氏
の
大
関
城
(
東
金
市
福
岡
の
依

古
島
)

の
攻
略
が
一
五
一
二
四
年
(
大
永
六
)
に
行
わ
れ
、

ま
た
黒
川
大
膳
の
本
納
城
(
本
納
町
)

の
攻
略
が

五
六
九
年
(
永
禄
一
一
)
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
旧

勢
力
が
一
掃
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
領
内
の
真
言
宗
、
天

台
宗
の
寺
院
が
破
却
ま
た
は
改
宗
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
う



し
て
よ
う
や
く
酒
井
氏
の
領
内
に
「
七
里
ケ
法
華
」
、
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(2) 

宗
教
の
入
れ
変
え
現
象
の
中
心
と
そ
の
方
法

文
化
地
域
の
形
成
に
は
文
化
中
心
地
か
ら
文
化
周
辺
に
伝
播
さ
せ
る
力
、
こ
こ
で
は
改
宗
さ
せ
る
力
が
明
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

L 、
O 

「
七
里
ケ
法
華
」
を
形
成
し
た
中
心
地
と
改
宗
機
能
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
宗
教
的
中
心
地
と
日
蓮
宗
の
僧
侶
の

改
宗
運
動
で
あ
る
。
宗
教
的
中
心
地
は
「
七
里
ケ
法
華
」
内
の
日
蓮
宗
、
顕
本
法
華
宗
の
特
定
の
寺
院
で
あ
る
と
一
般
的
に
は
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
o

し
か
し
酒
井
家
の
壇
家
寺
の
本
寿
寺
、
善
勝
寺
や
本
漸
寺
・
西
福
寺
が
改
宗
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
と
い
う
事
実
も
明
か
で

土
工
、
0

3
t
+
J
t
v
 

「
東
上
総
十
箇
寺
」
は
顕
本
法
華
宗
の
上
席
の
寺
院
で
あ
る
が
、

「
七
里
ケ
法
華
」
全
体
を
ま
と
め
る
勢
力
で
も
な
く
、
全
体

「七里ケ法華」の歴史地理学的研究

に
ま
と
ま
っ
た
一
つ
の
運
動
に
も
り
あ
げ
た
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
ら
は
本
寺
に
末
寺
・
孫
末
寺
と
い
う
階
級
的
関
係
で
小
集
団
と
し
て
の

組
織
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

「
七
里
ケ
法
華
」
を
形
成
し
、
拡
大
し
、
こ
れ
を
維
持
し
て
、
中
心
地
と
な
り
な
が
ら
中
心
の
機
能
を
果
し

た
の
は
、
寺
院
で
は
な
く
、
政
治
的
権
力
と
し
て
の
東
金
城
と
土
気
城
の
領
主
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
顕
本
法
華
宗
の
寺
院
に
改
宗
す
る

」
と
は
、
酒
井
氏
の
領
土
外
に
及
ぶ
こ
と
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。

「
七
里
ケ
法
華
」
と
戦
国
大
名
酒
井
氏
の
領
土
は
、
そ
の
地
域
範
囲
が
重

な
り
あ
っ
て
い
る
。

改
宗
令
に
よ
る
入
れ
変
え
現
象
は
二
般
に
は
平
語
に
進
行
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
日
蓮
僧
や
顕
本
法
華

宗
の
僧
侶
が
他
宗
教
の
僧
侶
を
折
伏
し
て
改
宗
さ
せ
た
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
基
本
的
に
は
領
主
の
政
治
権
力
と
軍
事
力
に
よ
っ
て
改
宗

さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
真
言
宗
・
天
台
宗
の
寺
院
の
う
ち
、
本
尊
を
持
っ
て
酒
井
氏
の
領
土
外
の
末
寺
に
逃
げ
の
び
た
寺
F

院
も
あ
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る
。
本
納
町
七
渡
の
真
言
宗
竜
堂
寺
は
埴
生
郡
の
報
恩
寺
に
本
尊
を
移
し
た
。
本
納
城
が
落
城
し
、
改
宗
反
対
の
十
数
人
の
僧
侶
は
処
刑

さ
れ
た
o

茂
原
市
二
宮
ノ
荘
の
聖
人
塚
は
こ
れ
を
埋
葬
し
た
所
で
あ
る
。
旧
田
中
村
の
真
言
宗
西
光
寺
は
寺
院
が
破
却
さ
れ
た
が
、
再
建



128 

さ
れ
て
顕
本
法
華
宗
の
法
光
寺
と
な
っ
た
。
改
宗
し
た
寺
院
で
は
、
仏
像
は
海
中
に
投
げ
す
て
ら
れ
、
経
典
・
仏
具
は
土
中
に
埋
め
ら
れ

た
。
後
年
に
な
っ
て
か
ら
、
九
十
九
里
海
岸
の
沖
合
か
ら
貝
殻
の
つ
い
た
仏
像
が
漁
師
に
よ
っ
て
ひ
き
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
o

大
網

白
里
町
の
四
天
木
に
紀
ら
れ
て
い
る
四
天
王
像
や
成
東
町
の
不
動
明
王
像
な
ど
は
こ
の
例
で
あ
る
o

ま
た
各
地
に
み
ら
れ
る
御
経
塚
と
か

経
文
塚
は
天
台
宗
・
真
言
宗
の
経
典
・
仏
具
を
埋
め
た
所
で
あ
る
。
ま
た
酒
井
氏
に
臣
属
し
た
豪
族
は
豪
族
屋
敷
村
の
中
に
日
蓮
宗
ま
た

は
顕
本
法
華
宗
の
寺
院
を
創
建
し
た
。
山
武
町
の
酒
蔵
は
酒
井
氏
の
家
臣
の
古
川
氏
の
豪
族
屋
敷
村
で
あ
る
が
、
そ
の
集
落
内
に
古
川
氏

が
日
蓮
宗
の
寺
院
を
建
立
し
て
い
る
。

(3) 

「
七
里
ケ
法
華
」
と
「
固
ま
り
法
華
」

「
七
里
ケ
法
華
」
に
現
存
す
る
寺
院
は
顕
本
法
華
宗
の
寺
院
が
九
九
で
あ
り
、
こ
れ
は
酒
井
氏
の
改
宗
令
に
よ
っ
て
真
言
宗
、
天
台
宗

の
寺
院
が
改
宗
し
た
も
の
か
、
改
宗
令
後
に
創
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
o

残
り
の
一
七
五
ケ
寺
の
う
ち
、
日
蓮
宗
の
寺
院
が
四

O
ケ
寺
、

法
華
宗
本
門
流
の
寺
院
が
三
五
ケ
寺
で
あ
る
。
日
蓮
宗
の
寺
院
は
地
図
で
み
れ
ば
、
両
総
合
地
に
点
在
し
て
い
る
の
は
集
落
が
少
く
な
い

か
ら
で
あ
る
が
、
九
十
九
里
平
野
で
は
茂
原
市
と
東
金
市
に
は
集
団
的
に
密
集
し
て
い
る
。
ま
た
法
華
宗
本
門
流
の
寺
院
も
茂
原
市
と
そ

の
東
部
の
海
岸
の
村
落
に
密
集
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
集
団
地
は
「
固
ま
り
法
華
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
@

「
固
ま
り
、
法
華
」
の
起
源
は
「
七
里
ケ
法
華
」
の
形
成
よ
り
は
る
か
に
さ
か
の
ぼ
る
。

「
固
ま
り
法
華
」
は
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代

に
か
け
て
開
祖
日
蓮
や
、
そ
の
高
弟
に
よ
っ
て
基
盤
が
つ
く
ら
れ
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
茂
原
市
と

そ
の
周
辺
に
日
蓮
宗
の
寺
院
が
三

O
余
も
密
集
し
て
い
る
。
そ
の
起
源
は
開
祖
日
蓮
が
領
主
斎
藤
兼
綱
の
帰
依
を
う
け
て
、

一
二
五
三
年

(
建
長
五
)

に
藻
原
寺
を
建
て
、
六
老
僧
の
一
人
の
日
向
を
初
代
と
し
た
。
藻
原
寺
を
中
心
と
し
て
周
辺
の
真
言
宗
、
天
台
宗
の
寺
院
で

日
蓮
宗
に
改
宗
す
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
藻
原
寺
の
末
寺
が
酒
井
氏
時
代
に
増
加
し
た
。
茂
原
市
の
鷲
山
寺
は
一
一
一
七
七
年
(
建
治
二
)



に
こ
の
地
方
の
豪
族
の
小
早
川
内
記
の
援
助
の
下
に
僧
日
弁
(
法
華
宗
本
門
流
)

に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。
そ
の
末
寺
は
茂
原
市
と
海
岸

の
村
々
に
多
い
。
こ
れ
ら
の
末
寺
に
は
鷺
山
寺
八
世
の
八
幡
の
折
伏
に
よ
っ
て
一
五
一
八
年
こ
ろ
真
言
宗
の
寺
院
が
改
宗
し
た
も
の
も
あ

る
が
、
鎌
倉
時
代
に
は
す
で
に
か
な
り
の
法
華
宗
本
門
流
の
寺
院
が
増
加
し
て
い
た
。
東
金
市
と
そ
の
周
辺
の
台
地
に
日
蓮
宗
の
寺
院
が

二
O
余
も
密
集
し
て
い
る
。
戦
国
時
代
以
前
に
真
言
宗
の
寺
院
が
日
蓮
宗
に
改
宗
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
誰
が
何
時
ご
ろ
改
宗
さ
せ
た
も

の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

「
固
ま
り
法
華
」
は
「
七
里
ケ
法
華
」
よ
り
も
古
い
。
房
総
半
島
に
は
固
ま
り
法
華
は
他
に
三
ケ
所
を
発
見
で
き
る
。

一
は
市
川
市
で

こ
こ
に
日
蓮
宗
の
寺
院
が
約
五

O
も
あ
る
。
こ
こ
は
開
祖
日
蓮
が
一
二
五
回
(
建
長
六
)
に
こ
の
地
方
の
豪
族
富
木
忍
常
の
保
護
に
よ
っ

「七里ケ法華」の歴史地理学的研究

て
妙
連
山
法
華
経
寺
を
創
建
し
、
ま
た
豪
族
太
田
乗
明
に
よ
っ
て
正
中
山
本
妙
寺
を
創
建
し
た
。
そ
の
後
に
一
寺
と
し
て
正
中
山
法
華
経

寺
と
し
た
。
市
川
市
に
「
固
ま
り
法
華
」
が
成
立
し
た
の
は
法
華
経
寺
コ
一
世
の
日
祐
が
一
一
一
二
九
年
(
元
応
元
)
に
さ
か
ん
に
付
近
の
真

言
宗
、
天
台
宗
の
寺
院
を
改
宗
さ
せ
て
か
ら
で
あ
る
。

二
は
多
古
町
と
そ
の
周
辺
に
日
蓮
宗
の
寺
院
が
四

O
余
も
あ
る
。
こ
こ
は
開
祖
日
蓮
が
一
二
六
回
|
一
二
七
七
年
(
文
永
年
間
)
に
多

古
地
方
に
布
教
し
、
真
言
宗
の
法
王
山
顕
実
寺
を
日
蓮
宗
に
改
宗
さ
せ
た
。
こ
の

「
固
ま
り
法
華
」

一
五
八
五
年

は
と
く
に

(
天
正

一
二
)
飯
高
城
主
の
平
山
刑
部
の
帰
依
で
そ
の
領
内
に
日
蓮
宗
の
布
教
が
許
さ
れ
、
と
く
に
関
東
八
壇
林
の
う
ち
、
最
初
の
飯
高
壇
林
が
こ

こ
に
建
設
さ
れ
、
学
僧
と
し
て
集
る
者
が
多
く
、
周
辺
の
真
言
宗
・
天
台
宗
の
寺
院
が
折
伏
さ
れ
て
改
宗
し
た
り
、
日
蓮
宗
の
寺
院
が
創

建
さ
れ
た
り
し
た
。
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三
は
勝
浦
市
の
勝
浦
街
道
と
夷
隅
川
流
域
に
は
日
蓮
宗
の
寺
院
が
多
く
、

の

勝
浦
街
道
に
は
約
五

O
の
日
蓮
宗
の
寺
院
が
あ
る
。

「
個
ま
り
法
華
」
は
何
者
の
布
教
に
よ
っ
て
何
時
ご
ろ
に
形
成
さ
れ
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
こ
こ
は
日
蓮
の
誕
生
地
の
小
湊
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や
彼
の
修
業
し
た
清
澄
山
な
ど
へ
の
交
通
路
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
日
蓮
の
布
教
に
よ
っ
て
、
こ
の
付
近
に
多
い
天
台
宗
の
寺
院
が
日
蓮

宗
に
改
宗
し
て
「
固
ま
り
法
華
」
を
つ
く
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
固
ま
り
法
華
」
は
「
七
里
ケ
法
華
」
の
形
成
前
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
改
宗
地
域
で
あ
る
。
そ
こ
は
経
済
的
に
み
れ
ば
当
時
の
重
要
な

殻
倉
地
域
で
あ
り
、
主
要
な
交
通
路
で
あ
る
。
そ
し
て
開
祖
日
蓮
の
布
教
地
で
あ
り
、
し
か
も
地
方
の
豪
族
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
布
教

し
た
こ
と
が
「
固
ま
り
法
華
」
の
形
成
の
根
底
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

「
固
ま
り
法
華
」
が
小
地
域
で
あ
る
こ
と
は
地
方

の
豪
族
の
小
さ
い
勢
力
範
囲
に
限
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
七
里
ケ
法
華
」
の
よ
う
な
大
地
域
の
形
成
に
は
戦
国
大
名
と
い
う
大
き
い
勢

力
範
囲
を
支
配
す
る
政
治
権
力
に
保
護
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
酒
井
氏
の
保
護
を
受
け
な
い
と
き
の
日
泰
上
人
に
よ
る
顕
本

法
華
宗
の
布
教
範
囲
は
、
東
京
湾
の
東
西
両
岸
に
二
、
三
の
寺
院
を
建
立
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
酒
井
氏
の
保
護
に
よ
っ
て
顕
本
法
華
宗

が
両
総
台
地
か
ら
九
十
九
里
平
野
の
南
半
一
帯
に
拡
大
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
宗
教
地
域
は
政
治
権
力
と
の
結
合
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ

た
か
を
承
認
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
戦
国
大
名
酒
井
氏
は
こ
の
「
固
ま
り
法
華
」
の
存
在
を
領
土
統
治
策
に
巧
み
に
利
用
し
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

酒
井
氏
の
権
力
構
造
は
地
方
豪
族
を
武
力
で
征
服
し
て
、
自
己
の
家
臣
を
領
土
内
に
知
行
を
与
え
て
旧
勢
力
と
い
れ
変
え
た
も
の
で
は
な

い
Q

従
来
ま
で
割
拠
し
て
い
た
地
方
豪
族
を
そ
の
ま
ま
承
認
し
て
、
そ
の
上
に
酒
井
氏
が
戦
国
大
名
と
し
て
君
臨
し
た
。
ま
た
酒
井
氏
の

家
臣
団
の
お
も
な
部
分
は
旧
豪
族
よ
り
も
村
落
の
上
層
農
民
の
名
主
層
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
新
た
に
編
成
さ
れ
た
家
臣
団
は
宗
教
的

に
み
れ
ば
「
固
ま
り
法
華
」
を
形
成
し
て
い
く
つ
か
の
集
団
地
を
つ
く
り
、
領
内
に
群
居
し
て
い
た
。
酒
井
氏
は
こ
の
「
固
ま
り
法
華
」

の
家
臣
団
と
共
通
的
な
精
神
的
紐
帯
を
つ
く
る
た
め
に
自
ら
が
禅
宗
か
ら
日
蓮
宗
に
改
宗
し
、
さ
ら
に
領
土
全
体
に
統
一
性
を
与
え
る
た

め
に
改
宗
令
を
発
し
て
、
領
土
を
七
里
ケ
法
華
に
つ
く
り
か
え
た
の
で
あ
る
。

「
七
里
ケ
法
華
」
が
形
成
さ
れ
る
に
は
「
固
ま
り
法
華
」



の
存
在
を
重
一
一
日
寸
べ
き
で
あ
る
ι

四

「
七
里
ケ
法
華
」
の
継
続
現
象

「
七
里
ケ
法
華
」
と
い
う
宗
教
地
域
が
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
宗
教
外
的
条
件
と
宗
教
的
条
件
が
強
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗

教
外
的
条
件
と
し
て
は
政
治
的
・
軍
事
的
原
因
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
宗
教
的
原
因
と
し
て
は
僧
侶
の
活
動
と
信
徒
信
仰
が
考
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

戦
国
大
名
の
酒
井
氏
が
、
禅
宗
の
信
徒
で
あ
っ
た
が
自
ら
顕
本
法
華
宗
に
改
宗
し
、
さ
ら
に
領
内
の
寺
院
を
日
蓮
宗
各
派
に
改
宗
す
る

[七里ケ法華jの歴史地理学的研究

こ
と
を
強
制
し
た
の
は
、
定
隆
が
日
泰
上
人
に
対
す
る
帰
依
だ
け
か
ら
で
は
説
明
で
き
な
い
。
寺
院
は
し
ば
し
ば
防
禦
的
施
設
と
も
な
り

軍
事
的
拠
点
で
も
あ
っ
た
o

酒
井
氏
は
顕
本
法
華
宗
に
改
宗
し
た
寺
院
に
党
鐘
を
寄
進
し
た
と
い
う
。
こ
の
鐙
は
日
常
生
活
の
時
刻
を
告

げ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
軍
事
的
に
は
早
鐘
を
打
ち
な
ら
し
て
戦
闘
要
員
の
非
常
集
合
の
合
図
と
し
て
利
用
し
た
。

華
」
に
は
改
宗
令
後
に
酒
井
氏
に
臣
従
す
る
豪
族
や
郷
土
が
多
い
村
落
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
が
す
く
な
く
は
な
い
。
ま
た
酒
井
氏
の
家
臣

「
七
里
ケ
法

団
は
早
く
か
ら
土
着
し
て
い
た
豪
族
や
村
落
の
上
層
農
民
の
名
主
層
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
家
臣
団
の
精
神
的
統
一
に
日
蓮
宗
の
信
仰
を
利

用
し
た
と
い
え
る
。
宗
教
力
が
強
く
人
心
を
支
配
し
て
い
た
中
世
、
戦
国
時
代
に
精
神
的
統
一
の
た
め
に
宗
教
を
利
用
し
た
こ
と
は
賢
明

で
あ
っ
た
。
仏
教
で
も
真
言
宗
や
天
台
宗
は
鎮
護
国
家
の
貴
族
仏
教
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
新
仏
教
の
禅
宗
は
武
士
階
層
に
適
し
て
も
農

民
の
名
主
層
ま
で
の
信
仰
を
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
同
じ
く
大
衆
仏
教
と
い
っ
て
も
浄
土
宗
は
厭
世
的
で
あ
っ
た
。
日
蓮
宗
は
法
難
意
識

131 

が
強
く
、
排
他
的
で
あ
り
、
攻
撃
的
で
あ
り
、
戦
国
時
代
を
積
極
的
に
生
き
ぬ
く
た
め
に
は
効
果
的
で
あ
り
、
典
型
的
な
大
衆
仏
教
で
あ

っ
た
。
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宗
教
的
原
因
と
し
て
信
徒
の
信
仰
が
僧
侶
の
宗
教
活
動
の
受
け
入
れ
側
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
仏
教
が
大
衆
化
し
た
の
は
浄
土
宗
や
日

蓮
宗
や
そ
の
他
の
鎌
倉
仏
教
の
特
色
で
あ
る
o

酒
井
氏
の
家
臣
団
が
大
衆
化
し
た
仏
教
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
根
拠
は
、
そ
の
家
臣

団
の
性
格
に
よ
る
。
酒
井
氏
の
家
臣
団
は
よ
う
や
く
農
民
の
階
層
が
分
化
し
て
き
た
名
主
層
が
多
か
っ
た
。

「
東
金
城
明
細
記
」

(
6
〉
に

よ
れ
ば
、
東
金
領
酒
井
氏
の
家
臣
は
「
東
金
城
諸
士
七
百
騎
地
戦
に
千
余
騎
余
」
と
誇
称
し
て
い
る
。
こ
の
「
諸
士
」
と
い
わ
れ
る
武
士

は
約
二
一

O
名
、
そ
の
他
は
徒
歩
級
一
一
一
一
名
、
足
軽
三
八

O
名
、
中
間
五

O
O人
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
諸
士
」
は
七

O
余
の

集
落
に
居
住
し
て
い
る
名
主
層
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
お
も
な
者
は
豪
族
屋
敷
村
を
つ
く
り
、

そ
の
支
配
者
で
あ
る
旧
勢
力
の
地
方
豪
族

で
あ
り
、
多
く
被
官
百
姓
を
率
い
て
い
る
。
徒
歩
、
足
軽
、
中
間
と
は
こ
れ
ら
の
被
官
百
姓
が
主
力
で
あ
ろ
う
。
ま
た
士
気
領
酒
井
氏
の

家
臣
団
も
、

「
土
気
古
城
再
興
伝
来
記
」
(
7
u

に
よ
れ
ば
、

家
中
譜
代
・
外
様
の
合
計
と
し
て
一
九
四
名
を
列
記
し
て
い
る
。

「
東
金
記

録」
(
8
u

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

「
諸
士
」
に
つ
い
て

「
幕
下
の
郷
土
は
農
業
致
し
た
る
よ
し

馬
は
野
馬
を
つ
れ
て
来
る
事
故

騎
馬

は
多
き
よ
し
也
」
と
説
明
し
て
い
る
。
家
臣
団
の
上
層
の
「
諸
土
」
で
さ
え
も
、
郷
土
と
い
う
名
を
も
っ
て
よ
ば
れ
た
村
落
の
上
層
農
民

で
あ
っ
た
。
酒
井
氏
に
攻
略
さ
れ
た
旧
勢
力
の
黒
川
大
膳
の
本
納
城
に
は
、
戦
闘
の
た
め
た

「
城
付
百
姓
一

O
O余
人
」
(
旦
と
い
っ
た

場
合
も
、
こ
の
郷
土
に
相
当
す
る
名
主
層
で
あ
ろ
う
。
大
衆
仏
教
と
し
て
の
日
蓮
宗
各
派
は
こ
の
よ
う
な
名
主
層
に
ま
で
よ
う
や
く
惨
透

で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

戦
国
大
名
酒
井
氏
は
滅
亡
し
た
。

「
七
里
ケ
法
華
」
を
維
持
し
て
継
続
さ
せ
て
い
く
政
治
権
力
は
消
滅
し
た
。
そ
れ
で
も
「
七
里
ケ
法

華
」
は
厳
然
と
し
て
継
続
し
、
近
世
の
新
田
開
発
に
よ
っ
て
村
落
を
増
加
す
れ
ば
、
そ
こ
に
日
蓮
宗
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
。
近
世
を
通

し
て
「
七
里
ケ
法
華
」
を
継
続
さ
せ
た
要
因
の
最
大
な
る
も
の
は
、
江
戸
幕
府
の
寺
院
制
度
で
あ
る
。
幕
府
は
寺
院
を
幕
政
に
お
け
る
末

端
機
関
と
し
て
、
寺
院
に
寺
領
首
〉
を
与
え
、
経
済
的
に
保
護
し
、

宗
門
人
別
帳
の
作
成
を
さ
せ
、

寺
院
を
人
口
調
査
、
管
理
機
関
と
し



た
。
も
ち
ろ
ん
日
蓮
宗
の
一
派
に
は
不
受
不
施
派
め
よ
う
に
こ
の
寺
領
を
受
け
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
例
外
的
存

在
で
あ
る
。
村
落
人
口
が
壇
家
寺
と
し
て
寺
院
に
よ
っ
て
統
一
・
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
七
里
ケ
法
華
」
の
日
蓮
宗
の
信
徒
は

い
ま
や
上
層
農
民
だ
け
に
か
ぎ
ら
ず
、
全
人
口
に
日
蓮
宗
は
惨
透
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
七
里
ケ
法
華
」
の
継
続
現
象
に
は
こ
の
よ
う
な
改
宗
・
制
度
の
み
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
一
面
的
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

日
蓮
宗
各
派
の
高
僧
の
活
動
は
「
七
里
ケ
法
華
」
内
の
寺
院
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
「
七
里
ケ
法
華
」
全
体
を
ま
と
め
あ
げ

る
宗
教
的
運
動
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
「
七
里
ケ
法
華
」
の
一
部
の
信
徒
を
含
め
て
日
蓮
宗
僧
侶
は
幕
府
に
弾
圧
さ
れ
た
が
、
潜
行

的
に
そ
の
信
徒
集
団
が
発
展
し
た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
「
法
華
切
支
丹
」

ま
た
は
「
上
総
新
門
徒
」
と
よ
ば
れ
る
信
仰
集
団
で
あ

「七里ケ法華」の歴史地理学的研究

る
。
こ
れ
ら
は
「
上
総
内
証
題
目
講
」
と
よ
ば
れ
る
組
織
を
つ
く
っ
て
い
た
。

一
般
に
文
化
地
域
は
政
治
地
域
や
経
済
地
域
よ
り
も
な
が
く
継
続
し
、
容
易
に
崩
壊
は
し
な
い
。

「
七
里
ケ
法
華
」
は
そ
の
形
成
か
ら

す
で
に
四
百
数
十
年
を
経
過
し
て
い
る
。

本
論
に
お
い
て
「
七
里
ケ
法
華
」
の
寺
院
の
経
済
的
基
盤
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
を
さ
け
た
。
近
世
の
寺
院
は
幕
府
に
よ
る
寺
領
が
お

も
な
経
済
基
盤
で
あ
る
が
、
戦
国
時
代
の
酒
井
氏
は
寺
院
に
ど
れ
だ
け
の
寺
領
を
与
え
た
か
、
ま
た
寺
院
は
い
か
に
寺
領
を
管
理
、
経
営

し
た
か
、
寺
院
格
式
と
経
済
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
な
ど
の
問
題
の
解
明
も
「
七
里
ケ
法
華
」
の
研
究
に
は
必
要
で
あ
る
。
ま
た

と
く
に
「
七
里
ケ
法
華
」
の
形
成
、
継
続
に
は
日
蓮
宗
各
派
の
宗
教
活
動
や
信
徒
の
生
活
上
に
あ
ら
わ
れ
る
特
色
な
ど
の
解
明
も
必
要
で

あ
る
が
、
今
回
で
は
ふ
れ
ず
、
今
後
の
問
題
と
し
て
残
し
た
。
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本
納
町
史
、
本
納
町
社
会
教
育
委
員
会

(
叩
)
寺
領
と
し
て
与
え
ら
れ
た
石
高
は
、
上
総
十
箇
寺
は
中
本
山
と
い
う
格
式
で
あ
る
か
ら
、
一
般
の
寺
院
よ
り
も
多
く
、
一

O
石
以
上
で
あ
る
。

と
く
に
戦
国
時
代
の
酒
井
氏
の
壇
家
寺
は
五

0
1三
O
石
で
あ
る
。
こ
の
寺
領
は
耕
地
を
与
え
ら
れ
た
の
か
、
米
の
現
物
を
与
え
ら
れ
た
の
か
不

明
で
あ
る
。
耕
地
を
与
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
建
業
労
働
力
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
点
も
明
か
で
は
な
い
。
酒
井
氏
時
代
で
は
常
在
山
妙
徳

寺
(
東
金
市
北
ノ
幸
谷
)
は
酒
井
定
隆
の
隠
居
寺
で
あ
り
、
そ
の
寺
領
は
二
八
O
石
で
あ
っ
た
が
、
近
世
に
は
寺
領
が
一
五
・
八
石
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
西
福
寺
の
寺
領
は
近
世
に
本
漸
寺
の
寺
領
を
も
ふ
く
ん
で
い
た
が
、
天
正
二

O
年
に
六

O
石
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
面
積
は
田
畑

七
町
九
反
十
九
歩
で
あ
っ
た
。
近
世
の
寺
領
は
耕
地
を
与
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
に
寺
領
の
農
業
経
営
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
本
論
で
は
ふ
れ
な
か
っ
た
。

(
日
)
上
総
内
証
題
目
構
と
は
俗
に
「
法
華
切
支
丹
」
と
か
「
上
総
新
門
徒
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
顕
本
法
華
宗
の
寺
院
の
信
徒
の
内
部
の
信

仰
す
な
わ
ち
内
信
者
、
内
信
で
あ
る
。
各
集
落
単
位
の
信
徒
集
団
が
あ
り
、
日
蓮
、
日
什
の
書
を
読
め
る
農
民
を
「
譜
代
ま
た
は
導
師
元
」
と
よ

び
、
信
徒
の
葬
式
に
は
寺
院
よ
り
先
に
導
師
元
が
引
導
を
渡
し
、
そ
の
後
に
寺
方
で
埋
葬
し
た
。
内
証
題
目
と
い
う
の
は
家
の
納
戸
か
天
床
裏
で

題
目
を
唱
え
る
「
納
戸
題
目
」
と
、
母
屋
の
離
れ
で
唱
え
る
「
小
座
の
題
目
」
と
が
あ
る
。
こ
の
信
仰
は
天
和
二
年
の
う
ち
に
は
一
四

O
O人
の

信
徒
が
あ
り
、
元
禄
五
年
に
は
一
九
O
O人
に
拡
大
し
て
い
る
。
信
徒
は
寺
院
に
所
属
し
な
か
っ
た
か
ら
、
寺
院
と
村
役
人
に
圧
迫
さ
れ
た
。
こ

の
宗
派
の
僧
侶
は
不
受
不
施
派
に
属
し
た
。
こ
の
宗
派
は
幕
府
か
ら
強
い
弾
圧
を
う
け
た
。
(
中
村
孝
也
述
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
)

(
ロ
)
「
固
ま
り
法
華
」
は
「
上
総
町
村
誌
」
(
明
治
二
二
年
著
)
に
「
本
州
東
部
地
方
の
俗
、
日
蓮
宗
に
傾
き
、
七
里
ケ
法
華
或
は
固
ま
り
法
華
の

称
呼
あ
り
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
郷
土
史
家
清
水
浦
次
郎
著
「
東
金
史
話
」
(
昭
和
三
四
年
)
に
は
七
里
ケ
法
華
と
固
ま
り
法
華
を
区
別
し
、

そ
の
形
成
は
六
老
僧
の
布
教
と
関
連
あ
っ
た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。




